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空電方位ifllJ定機について

大島信太郎、岩井 輩、伊藤吉之助

1 患者 言

&電の11位測定カ:一般通lrJの方位t~\l定と異る処は2芸'道の性質 k突発(I'~で然も継続時間が非常に

短く康い周波数l亡亙って分布してゐると云ふ理由に基いてゐる。

セ電方イ主現Ij史食霊ゑ会た!宣

E -、J
主t苦情暴

第1図 ~'i[方佼測定後置系領図

との伐採用される方式は瞬時型可幌式ブJ位

iJ!1日定慢でなければならない。

6>;電の周波数分布は非常に債簡囲に亘って

ゐるが大体長波に於℃苦しく 7.5k<'isにその

エネルギ ーj武人の点があるととが従来の研究

から分ってゐる。そ1l故~電の:正信をする揚

合、特にそのブJ位を測定する場合には、その

強度。最も強い処で受信するのが有利であ

る、とD理由で以つ-C~'aよの方位以Ij定には大

体lOk，'/、-30k('í~位が普通に使用されてゐる

が本装置に於てはlOk，'を中心とし8-.13hi自

の間受信が可能'Cある。

本袋I(tD外観は写真Iの通T'C、その鱗成

は第1図。ブロックグイヤグラム11:，示す虫nく

ずう匂〉下草

花不詳 |註l

写民 I 測定機外観
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マあるが、とのX-s，E-WのI局室中級、 受(，]機が電気的に全く同ーの特性を持つ+みにしなけ

ればならない処に非常な困難がfドふ.従来迄行はれて来たのは利得を高く取るために S¥11山・ IlCt-.

crutlync方式で、あったがとれで・は受信金周波併で両手fo.;利得・及位相推移を正確に等しく保つとと

は殆ど不可能であった。そのために本装置に於ては Sllr剛.hct('l"')(iync方式を改めて <;trili:;ht方

式に依った嶋崎ight方式でも酒当な注意のもとに設計されれば可成りの高利得でも充分安定に動

作 し得るし1可者同一特性を保たしめるととは SllpCrhctcrol1ync方式に較ぺて遁かに本島である。

写a'!1II 観測所全長

との様に sioglct¥1】1Cの雪(raight方式を採用して初めて答電方位測定の像が良くl直線性を保ち、情

皮が著しく高められた3 向本装置の設置場所は写真1ft乞示す如く、周囲のl動休によりつIj位誤差を

生じないような『各地に設置せられてゐる。

2 直交型枠型宗中綿

本装置に使用 してある安中棋は二組の!ヤ型集中綿を犬々直角になる様にト二子生~~組合せ屋外に

据付け観測を実施してゐる。との枠型集中綿は1辺を 1.51llの正方形と しO.81ll1llエナメ JL-棋を

O.7111l1lの間備をとりスペース在きとなし木枠を用ひて四段に区分して 280fu:各き第1表の9nき7;:

数を得て居る。

設計、製作に際しては屋外用としたるため、その耐i局、耐風雨等については特に意を用ひ谷綿

の外囲は厚さ3ふllltlのジュラJレfンで もって静也遮蔽を行ひ、 垂直効果の影響を防止すると問時

に機掛的強度を地し、その接合部にはギルソナイトを賄ひ、更に外商にはペンキを塗付して外%

からのis..策等の影響により本中棋の電気的諸常数の変化なき様充分の注意が銚はれてゐる。

内部のをも棋を支持してゐる木枠の材料はプナと伶を用ひ充分に高周波乾燥をした上パラフイン

処理を施し巻紘との探着部にはエンバイヤクロスを挿入してスチロールワニスで問めて絶縁の低

下を防止してある。乙の|キ型空中棋のタトMlをAi.i4mに示す。
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写低 E 枠型答申線外観

とむ枠型然中綿のaff~~(;数の淑IJ定結果を掲げると

第一表

-------- 常数1....~， -..... 1. __ ' .. _ _ I ，..，_ _，_ _ ..， I 
|実 効高 |イングクタンス!分布容量 I Q 

区分 ............._、" '" ，-， 1 1" "..~- I 

No・1F:-¥V J 13:m J 02631I 

No， 2 ~ー弓 I 13;111 I O.2661T 

〈註〉周波数 10kc/s 

前調整用信号、電圧は l'l1f!CI'の l00.f2をji!1し結合抵抗4!1により昼中線同調回路に供給されるが

とれ等の抵抗は巌彩lZ:正確な他をとらないと誤差の原因となるので其点特に留意し、 2さ中総の端

子と共l乙遮蔽板l乙取付けてある牧納箱内に取付けJ点検又は交換が谷易な様考慮されてゐる。
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3 主 I含幅終

本装置の主増幅終は singlctnnC stl'lIight 4 段V!曾 r~1絡である。答中線とは垂直高 5mの餓電

線、C結合されてさまり向調蓄電碍は受信機内にあり答中級向調回路のQの調整のために向調蓄電器

IZ:並列l乙高低{たが陪入されてゐる。そC配線図を第2図振幅特性を第3図、第4図、周波数特性

;æ.第 5 図~Z:示し 、 写真 IV，V.は夫k.liil'高器の上商及内部配線を示す。

第一段は績電線より D piけ←upnúi犯を除 くため特殊の良益管~r衡回路([) cat.ho(lc -followcl' 

を使用してゐる。との問路を使用する ととにより pi('k・11['noisc は約 40db減衰されて測定に

は何らの支障を来さなくなっfニ。且つ叉との段の安中綿結合利得筑撃は調整により位相推移を 1~ド

はないt去にしてあるcヨたに調整局のスイッチ削路oc-経て第二段FIの抵抗結合I曾巾段に入る、此処

では可変I曾巾本特性を利用して利得の調整を閉じく位相。推移を作はナに行へる様になってゐ

るc
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又結合I[II ~名の(1/・羽 I~佐拶D差を楠lîtするため補償問菩貫主総-σ，;[.j者の{攻相推移を等しくし℃ゐる。

衣の第三段目は利得'1，;:榊人ょする日的 Csinglc LllllC を使用してゐる、との段のI何者の向調は川

説蓄電設ε、制路J)(:j，は並女1]高抵抗でj己1ーになる様調整される。 次のI!qß~目以トランス結合でゾ

ラウン管へlfて衡 (~i'号た9i!へる践二次側は中性点がJ菱地されてゐ る。 又トランスの周波数特性は第

6図の通りで 101，:-('/同前後に共採点が現れない事が必要 Cあり、向分(fj容主tの差;によるもv:相芸.を

補償するため二三欠側に補償川菩電器が入ってゐる、又プラウン管指示日設が電源よりの磁気誘導に

よりスポットが可成7コ1にさを持つのでそれを電界的に補償するため偏向板へ増1 1]総出力と並刈~ë

高尚抗で接続されTニ電源電圧補償用のは納得があり、乙れで誘導と桜rtJl~iJ大 、 逝位相の電圧を作

って)Jllへて補償してある。かくするととによりスポッ ト径を 1m/m 以下にすることが出来化。

調繋1'-1主先づ終段から合はせてゆくために第四段官の両方に入力を絡いで第四段目に同一信号

が入る践にして トランスの分布容量:を合はせるために補助コンデンサーを力1¥減してプラウン管fi'ii

上の{象が直棋になる棋に調整する。調整がづれてゐるときはとの像は楕円である。その弐に試験

発』兵器のI:UJ)を第二段自の入力にかけて、第三段口の向調及Q、第二段自の利得及{材開等を鼠?討

に合はせる、とれの調整が定了 したときは試験発船旅の発振周波数を変化さしたとき受信金5iIH品

格l或腕にI壬って像が軸に対して常'.e45。の直綿性を保つ、刀、くしておいて試験発振器の出力を緩

衝低M:を過して宗中線に加へて、同じく主主中綿の同調及Q、会津締結合等を調整し:矢張 り45。の

直線i~l:k(.来たしめれば調整は先了する己

N-S 
L・・F
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写民 ~V 培桶器上面

写民 V f脅幅器袈面

4 附 属回路

受信機調整附の信号発振器は -glll を利用した CH発事~~待 ε抵抗を変化することによ り発探周

波数は 4kc!sから 16kr!s迄変化し得るとれマ大体受信金通過帯域を覆ふ事がHI来る。との回路

の配線図を第1図、周波数dn鵠及発桜出力特性をお8図、第9図に示す。

又&電の性質上とれを記録織影するのに嫁度変調を要する、 との輝度変調同路は先づC級 CIlト

()ff 以下の bias の fJl ，j ~皮整VlLlill路で、或る一定他以上の入力があった場合、入力の定負に関係なく

負の出力バルスが得られる、これを次の t，l'iggc l'~口|路へかけて遁当な時常数をもった正む短形波が

得 られる、乙れをブラウン管のグリッドにかけて安定入力のあったときのみ一定崎間の間プラワ

ン管のビー ムが~H る様になる。



プラウ ン色:加iill活圧は 4kv

fi，~ r"'J感度は O.21ll1lljvυ.υ.マある。
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出ブJ特性試験発振苦f}:，第9図

二点閥洲7)~jl洲地点聞の同期りため.f J ¥" J)一点秒口元;.(乞同WJ して~，fj.i診にブラワン管の "hj(Wj

にネオンランプを点滅して答電入力と同時にフィルム上に記録するために棋準伝号受信機がある

叉これはNf.障その1自の理由でJ.TYがi!1!へない1"¥は千五湖Wi)波数に同lDJした電気時計から 1秒毎の

--=-!. 

'" 
以上今回試作したこ芸屯jj位がIII定装世に就いて、その縦絡を説明したの‘εあるが、そC製作矧削

除終骸直后であり、文献の入手困難、経験の未熟等により 、その性能に於て、或は取級C不便な

ど之等の装置は未だ充分に満足すべきものでなく向幾多の改良の余地を践してゐる。今后之等の

意古5 

伝号'k'取るととも11'.来るc

不備な依件を解決して、その性能む向上、 実用化の問題等、基般的研究に境まざる努力を続けて

ゐるのであるが、その后此の援置を改良した方位iJlIl定機が完成したの‘ε、次に刊行される益研報

告第2号-に発表する予定である。 (昭和25午5月31口〉
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